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環境アセスメントにおける新しい調査法の検討
－岡山県におけるホソベリミズゴケ生育地及びその周辺の蘚苔類層を含めた植生－

難波靖司1・西村直樹2・波田善夫3

A new trial for environmental assessment with reference to vegetation comprising bryophyte-layer  

around of a habitat of Sphagnum junghuhnianum ssp. pseudomolle in Okayama Prefecture

Yasushi NAMBA1, Naoki NISHIMURA2 and Yoshio HADA3

Abstract: We investigated vegetation around a habitat of Sphagnum junghuhnianum ssp. pseudo-

molle in the central part of Okayama Prefecture, with a special attention to bryophyte-layer. Rec-

ognized were the following four communities: (1) Pinus densiflora community, (2) Rhododendron 

serpyllifolium var. albiflorum - Bazzania pompeana community, (3) Quercus serrata community, 

and (4) artificial stand of Chamaecyparis obtusa plantation. Sphagnum junghuhnianum ssp. pseu-

domolle grew abundantly in the R. serpyllifolium var. albiflorum - B. pompeana community on the 

steep slope facing north. We estimated the environmental factors of the habitat of S. junghuhnianum 

ssp. pseudomolle, as follows: poor growth of trees because of steep topography, little deposition of 

fallen leaves, little fluctuation in moisture and temperature, possible water inflow owing to deeply 

weathered granite substratum. We discussed applicability of the present new trial for assessing veg-

etation comprising a bryophyte-layer, as demonstrated in the present study succeeding in accurate 

assessment of natural vegetation in a special geophysical location.

原著論文

Ⅰ．はじめに
ホソベリミズゴケ(Sphagnum junghuhnianum Dozy & 

Molk. ssp. pseudomolle (Warnst.) H.Suzuki)は，「岡山県版
レッドデータブック(岡山県,2003)」において1950〜60年
代以来未確認の絶滅種として記載されている蘚類であ
る．この度，著者の一人である西村直樹が，岡山県吉備
中央町(旧加茂川町)において再発見したことを契機に，
その生育環境把握を目的として，コケ植物も含めて植生
調査を行った．その際に行った新しい試みについても検
討を行い，従来環境アセスメントでは調査対象とされて
こなかった蘚苔類についての調査法を提案する．
なお，ホソベリミズゴケ生育地の蘚苔類相については

西村直樹が別稿(西村他,2006)として報告する．

Ⅱ．調査地周辺の概況
１．地形･地質
調査地は，標高300〜400mの吉備高原面が広がる

中，旭川支川宇甘川によって浸食された標高200ｍ程
の丘陵地にある．一帯には花崗岩類や流紋岩類が分布
していることもあってアカマツ林がよく見られる．調査地
の表層地質は深層まで風化が進行した花崗岩で，尾根
筋や尾根肩の部分には風化から取り残された岩塊が点
在している．斜面には風化した目の粗いマサ土が堆積し
ており，場所によっては砂場状になっている．谷底の河川
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沿いが最も浸食傾向が強く，新鮮な基岩の露頭が見られ
る．また蛇行する河川の攻撃面は風化土壌が流失するた
め壁状の急傾斜地となっている．全体を通じて表土に乏し
く痩せた印象を受ける地域である．

２．気候
メッシュ気候値(岡山県,1988)によると当地の年間平

均気温は13.7℃，年間降水量1,522mm，吉良(1971)の
考案した暖かさの指数は109.5℃･月である．県下的には
吉備高原面の南縁を形作る地域であり，比較的降水量に
も恵まれている．

３．植生
現存植生図(環境庁,1988)によると，一帯にはヤブツ

バキクラス域の代償植生である「コバノミツバツツジ－ア
カマツ群集」や「コナラ群落」が主に広がっている．Toyo-
hara(1984)によれば「アカマツ-アラカシ群集」と「アカマ
ツ-シラカシ群集」の分布境界域にあたる地域と考えら
れ，難波･波田(1997)によれば，アラカシ，ヤブツバキ等の
「典型的なヤブツバキクラス域の種」の分布中心にあた

る地域となっている．自然植生としてはシイ林が発達しに
くく，シラカシ林･ウラジロガシ林･モミ林といったタイプ
の植生が発達しやすい地域と考えられる．

Ⅲ．調査方法
ホソベリミズゴケ生育地の自然環境把握を目的として，

生育地及びその隣接地の植生調査を実施した．調査は
植物社会学的調査法(Braun-Blanquet,1964)に従い，
植物群落の構成種とその被度及び群度を階層別(高木
･亜高木･低木･草本層)に評価･記録した．今回はこれに
加え，コケ層における蘚苔類の出現種とその被度及び群
度も評価･記録した．
蘚苔類の調査は，先だって行われた自然環境調査技

術研修会(岡山理科大学自然植物園主催,2005年６月
25,26日)の現地実習を参考としたが，実際には調査区内
において生育する蘚苔類を全てリストアップするわけでは
なく，あくまでコケ層の相観を強く特徴付けている種(優占
種や典型的な種)を優先的に認識することに努めた．また
蘚苔類は原則的に目視同定は行わないこととし，各調査
区ごとに認識した種を標本として採取した上で同定を行
い，最終的に植生調査票を完成させた．
植生調査は18地点で実施し(Fig.２)，その資料は

VEGET(波田,1993)により，反復平均法を利用しなが
ら表操作を行った	．

Fig.１．Location	of	study	place．

Fig.２．Bird’s-eye	 view	 of	 study	 points．調査地を北側上空から
傍観した状況．調査地に接する小河川は北から蛇行しつつ流下，
東西に流れる宇甘川への合流直前では特に迂曲が強く，谷をせき
止めているように見える．鳥瞰図は国土地理院(2000)の50ｍメッ
シュ標高値による．
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Ⅳ．結果
当地の森林は，コバノミツバツツジ，ソヨゴ，タカノツメ，

ネジキ，リョウブ，ヒサカキ，ヤマウルシ，サルトリイバラとい
った二次林性の種の出現率が高く，県中部に発達する森
林としては一般的な種組成であるように思われた．相観的
には尾根筋に発達するアカマツ林と，斜面に広がる落葉
広葉樹林に大別される．山麓の一部は植林地や栗園に
改変されており，向陽の山裾にはアラカシの優占する常
緑広葉樹林に遷移しているところも見られる．
植生調査資料を表操作した結果，下位単位も含めて

７つの植生に区分された．その結果は群落識別表として
Table.１に示した．
Ａ.Pinus densiflora community アカマツ群落
Group１[コバノミツバツツジ(H),ホソバオキナゴケ

(M),ヤマツツジ(H),ナツハゼ(S)等]の出現率が高い．松
枯れの影響で林冠が疎開しており，下層における陽地
生の種の生育が良好で，地表にはホソバオキナゴケの生
育が特徴的であった．ホソバオキナゴケは蘚苔類の中で
は全般的に出現率が高かったが，本群落では被度がや
や高く，コケ層の相観を特徴付けている．本群落は調査
地によって様子が異なっており，それぞれ次の３つに下
位区分される．
Ａ-１.Under unit of Pinus densiflora - Davallia mariesii 

アカマツ-シノブ群
Group５[シノブ(H),コナラ(S),フデゴケ(M),アカマツ

(S)]が特徴的である．傾斜30度の比較的急峻な尾根筋
であり，浸食傾向がうかがえる．浸食から取り残された
岩塊が点在し，岩角地状の地形をなしている．岩塊の露
頭にはシノブやフデゴケの生育が見られる．本来であれば
豊原の示したアカマツ－シノブ群集(Toyohara,1979)に
近いような自然性の高いマツ林が発達していたものと考
えられるが，現況は上層アカマツの枯損により林冠は疎
開し，アカマツ低木林の様相を呈している．また組成も弱
冠貧弱な印象がある．
Ａ-２.Pinus densiflora community, under unit of typical	

アカマツ群落典型群(Fig.４,５)
Group６[ハナゴケ科地衣類(M),タカノツメ(S),アカマ

ツ(T1,T2),クリ(S,H),ハイゴケ(M),ネジキ(S)]が特徴的で
ある．頂部付近の比較的平坦な場所や緩やかな傾斜の

尾根部に発達しており，当該地域では典型的なマツ林の
相観を呈している．傾斜が緩やかであるために，顕著な表
層土壌の流亡は見られない．運動場のようなマサ土の裸
地が散見され，保水性は低そうである．落葉樹が少なく，
土壌と呼べるようなものはほとんど形成されていない．
本群では，地表にコケ植物の生育がほとんど見られ

ないかわりに，地衣類の生育が比較的豊富である．地衣
類のハナゴケ科植物としては，ハナゴケ，トゲシバリ，ワラ
ハナゴケ，コナアカミゴケ，ササクレマゴタケ等が生育して
いる様子で，その中でもハナゴケが最も多く生育してい
る様子である．本調査では確実な同定が行えなかった
ので，ハナゴケ科地衣類として一括して扱っている．本群
はToyohara(1984)の示したアカマツ-トゲシバリ群集と
ほぼ同様のものと考えられる．
地表や植生の様子から，降雨のみではかなり乾燥傾向

が強いと推測されるが，宇甘川及びその支川に接する地
域であることから，川霧などによる湿度を頼りに地衣類の
生育が許容されているものと考えられる．
Ａ-３.Under unit of Brotherella henonii	カガミゴケ群
Group７[カモジゴケ(M),シダレヤスデゴケ(M),タカノ

ツメ(H),カガミゴケ(M)]により特徴付けられる．発達地
は斜面上部から中部にかけての傾斜40度の傾斜地で，
前群と次群落の境界にあたる立地である．斜面は北から
東に向いており，直射日光で乾燥にさらされることはない
が，林冠が疎開しているため散乱光で比較的明るい状況
となっている．ハナゴケ科地衣類も見られることに加え，こ
れまでの尾根筋の植生に比べて湿度が高く保たれている
のか，カガミゴケのボリュームが高いほか，シダレヤスデゴ
ケ，カモジゴケなどの生育も見られる．
Ｂ.Rhododendron serpyllifolium var. albiflorum - Bazzania 

pompeana community シロバナウンゼン-ムチゴケ群
落(Fig.６,７)
Group２.[シロバナウンゼン(S,H),ムチゴケ(M),ウス

ノキ(H),オオスギゴケ(M),ヒサカキ(H),ホソベリミズゴケ
(M)]により特徴付けられる．この群落区分ではコケ層の
植被率が70％以上あり，ムチゴケやホソベリミズゴケが
優勢である．傾斜は40度以上の急傾斜地がほとんどで，
一部には垂直に近い崖地もある．また斜面は北向きで終
日直射日光にさらされることのない立地である(Fig.３)．露



- 58 -

難波靖司・西村直樹・波田善夫

岩率が低いのはそのほとんどがコケ植物に覆われている
ためであり，調査地点９番の傾斜80度の崖地では，ほぼ
全面を覆う状況で群生している(Fig.14,15)．
植生の状況としては，先ず地形的制約から常緑･落葉

を問わず広葉樹の発達が未熟である．亜高木程度まで成
長すると根返りを起こして，大きく成長できないためと思わ
れる．地表はコケ植物に覆われているため，裸地から発生
するタイプの樹種の発生が見られない．コケ植物のマット
からは矮小なシロバナウンゼンやウスノキの生育が多く見
られるが，大きくは成長できない様子である．
Ｃ.Quercus serrata community	コナラ群落
Group３[コナラ(T1),ミヤマガマズミ(S),ウリカエデ

(H),クリ(T1),アベマキ(T1),アラカシ(T2),シュンラン(H),ト
ヤマシノブゴケ(M)]が特徴的である．斜面から山麓にかけ
て比較的広い面積で発達しているが，大きく成長した樹
木が少なく，組成も全般的に単調である．いわゆる崖錘
堆積地といえる立地であるが，礫のかわりに粗粒のマサ
土が厚く堆積しているため，地表付近の保水性は極めて
低いように思われる．また尾根筋と同様に，土壌の発達
はあまり見られない．このような状況の中，既に述べてき
た植分に比べるとコケ層の植被率は極めて小さいものと
なっている．コケ植物は，土壌が未熟で裸地の多い鉱物
質土壌地であっても，地盤が不安定で流動的であると，安
定している岩石のかたまりのようには生育しにくい可能性
がある．コナラ，アベマキ，クリといった落葉広葉樹が林冠
を形成した森林になると，林内照度も低くなり，また多少と
も落葉による生育阻害も考えられ，コケ植物の生育地は
樹皮や転石の表面に限られたものとなっている．
本群落は典型的な植分(Ｃ-１)と，Group８に特徴付け

られるＣ-２に下位区分される．
Ｃ-１.Quercus serrata community, under unit of typical コ
ナラ群落典型群(Fig.８)
本群は識別種群を持たない．日当たりの良い斜面の

調査地では林縁生の草本やカキノキ，クリの生育が見ら
れる他，炭焼き窯跡が見られるなど，里山的な様子が残
っている．
Ｃ-２.Under unit of Quercus glauca アラカシ群
Group８[ノグルミ(H),テイカカズラ(H),アラカシ(T1)]に

より特徴付けられる．やや凸型の斜面や，日当たりの良い

山麓部に成立している．二次林性の種が欠如しているわ
けではないので，常緑広葉樹林へと遷移が進行している
段階であると考える．
Ｄ.Chamaecyparis obtusa plantation 植林
Group４[ヒノキ(T1),ケネザサ(S),キャラハゴケ(M)〕が

見られる．山麓の一画にあるヒノキ植林である．樹冠は密
閉し，非常に暗いため構成種が少ない．地形が段々にな
っており，昔は耕作地として利用されていたと思われる．
地表にコケ植物の生育は認められないが，段々の壁面
の部分や，炭焼き窯跡の転石に少量の個体が張り付く
ように生育している．

Ⅴ．考察
１．ホソベリミズゴケ生育地の植生
北向きの急傾斜地にあるホソベリミズゴケ生育地に

おいては，アカマツやコナラのような二次林における普
遍的な林冠構成樹種が欠如し，コバノミツバツツジ，アセ
ビ，ネジキ，ソヨゴ，ヤマウルシ等の二次林に普通な低木
類の生育が特徴的であった．地形的制約から高木層構
成種は生育しにくく，伐採に耐え，かつ再生力のある二
次林性の低木の生育が許容されているものと考えられ
る(Fig.９)．樹木が安定的に発達しにくい状況の中，相
対的にコケ植物が優勢で，特にムチゴケの優占度が高
い．またシロバナウンゼンやウスノキのようなコケ層を被
陰してしまわない矮小で小さい葉の低木の生育が特徴
的であった(Fig.６,７)．
ホソベリミズゴケ生育地周囲の尾根筋には，シノブが

生育する岩角地や，ハナゴケ科地衣類の豊富なアカマツ
林の発達が見られた(Fig.４,５)．隣接する斜面上方では
カモジゴケ，シダレヤスデゴケ，カガミゴケ等のコケ植物
が特徴的に見られた．斜面中部から下部にかけての崖
錘堆積地にはコナラ等の優占する落葉広葉樹林が広が
り(Fig.８)，日当たりの良い場所ではアラカシが優勢とな
りつつあったが，こういった植生の地表ではコケの生育
は限られていた．一部にヒノキの植林がなされていたが，
そのヒノキ植林内は非常に暗く，落葉広葉樹林と同様，
コケ植物の生育は限られていた．

２．ホソベリミズゴケの生育要因
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ホソベリミズゴケは岩壁や岩棚に生育する蘚類である
(Suzuki,1972)．ミズゴケ類の多くが湿原に生育すること
を考えると，その生育立地は特異である．
湿原で見られる水を含んだ濃緑色のオオミズゴケと

比べると，当地のホソベリミズゴケは淡い緑色であり，乾
燥気味の印象を受けた．秋期の一面だけで判断はでき
ないが，それほど豊富な水量に涵養されているわけでは
なさそうである．
Fig.10に示した場所では，ムチゴケのマットの肩の部

分(水が滴る部分)及び，その下方の岩壁面(滴り落ちて
くる部分)にも僅かな生育が見られる．この場合，岩塊の
上面平坦部は落葉がたまりやすく，土壌も形成されやす
いため，維管束植物が生育しやすい反面，コケ植物は生
育しにくい状況になっている．岩塊の肩の部分になると有
機物は堆積しにくく，乾燥していれば裸地(露岩状態)にな
りやすいが，当地の生育地は北向き斜面であるため，乾
燥傾向は顕著ではないと考えられ，ホソベリミズゴケの
生育が見られる(Fig.11)．生育の元となる水源が，降雨
による地表水のみであるならば，相当の乾湿の変動が生
じ，良好な生育地とは言いにくいが，北向きの急傾斜地
であるため，僅かな川霧による水分供給であっても存続
できる条件になるのかもしれない．
当地のような花崗岩は，一般には垂直方向の摂理に沿

って雨水が深くまで浸透しやすく，そのため風化が進行し
やすい．加えて当地のような河川に面した日当たりの良い
尾根筋の部分は，特に乾湿の変動が生じやすく，谷上流
部から下ってくる湿度を帯びた冷気にも接するため温度
変化も生じやすいと考えられる．こういった要因があると
すれば，尾根や頂部の風化はいっそう進行しやすかった
と考えられる．風化層に速やかに浸透した雨水は，未風
化層や不透水層に沿って，斜面中腹や山麓部などで湧
出水となってしみ出すことがあり，ホソベリミズゴケの生育
要因の一つになっている可能性がある．Fig.12は小規模
の窪地に生育しているホソベリミズゴケのかたまりを示し
ている．例えば円弧滑りは地下の水の動きに合わせて発
生するものであるが，このような僅かな窪地状の生育地も
湧水の存在に由来していると考えられる．Fig.13はウラジ
ロと生育しているホソベリミズゴケの状況を示している．ウ
ラジロは浸出水と関連のある生育状況を示すシダ植物で

あり，ウラジロ生育地におけるホソベリミズゴケの生育状
況は旺盛である．当地で懸崖状態で生育(松田,1974)し
ている様子を観察できる場所は少なく，比較的豊富な水
量のあるポイントと考えられる．
Fig.14,15は垂直に近い岩壁におけるホソベリミズゴ

ケの旺盛な生育状況を示しており，当地においては中心
的な生育立地となっている．地形的制約により樹木の発
達が悪いため被陰されることがなく，また落葉もたまらな
い．北向き斜面であるため直射日光が当たらないので，乾
燥傾向は顕著ではなく，温度や湿度の変化が比較的少な
いものと考えられる．またこの岩壁面は谷筋の著しい蛇行
により，上流部からの流れをせき止めるように位置してお
り，湿度を保った冷気も停滞しやすいと考えられる．
垂直に近い岩壁部分がホソベリミズゴケの中心的な

生育立地となっているのは，川霧からなる空中湿度や湧
水のような限られた水分を，最も効率良く活用できる立
地だからであろう．

３．植生調査におけるコケ層の扱い
(1) 今までのコケの扱い
植生調査の概要については，植生調査法Ⅱ(鈴木ほ

か,1985)に詳しいが，本書にはコケ層についても記載が
あり，「コケ層出現種があれば記入する」としながらも，
蘚苔･地衣類群落の調査にあたっては「対象が微小でな
じみがうすいため特別な注意事項がある」とし，「植物社
会学的な調査を試みる以前に，専門分類学の素養が必
要で，かなりの経験を積み上げておく必要がある」として
いる．結局，植物社会学的な蘚苔類の調査は，樹皮上の
着生群落や岩上群落等の特殊立地の群落を限定対象に
しているように思われる．しかも調査区は10cm×10cm〜	
1m×1mの範囲で，記載事例のほとんど50cm×50cm以
下の小さい調査区であり，この中に伴う維管束植物はご
く僅かなはずで，維管束植物も合わせて調査対象とした
ものとは思われない．
一方，一般に維管束植物を対象とした植物社会学的

調査や研究の中で，蘚苔類や地衣類を調査対象とした
ものは少ない．湿原植生を対象とした研究では，コケ植
物を含むものがあるが(Hada,1984など)，森林植生に
おいては，識別種群や群団･群集名にまで種名を採用し



- 60 -

難波靖司・西村直樹・波田善夫

たのは，Toyohara(1984)があるぐらいで，他は少ないで
あろう．
全国的に見た環境アセスメントにおいても，コケ植物

が調査の対象として取り上げられている例は極めて少な
い．全国版，地方版ともに蘚苔類のレッドデータブックが
充実しつつある状況の中，岡山県においてもそのような
例は聞かれない．地方自治体における環境アセスメント
技術指針を参考にすると，蘚苔類を調査対象として明記
しているのは愛媛県，三重県等の僅かな県に限られてい
るが，レッドデータブックに関しては全国版の他，地方版
では15強の地方自治体において調査対象とされており，
コケ分野の知見は徐々に充実しつつあることがうかがえ
る．またこのような現状を見ると，各地には，レッドデータブ
ックに関与できるほどのコケ専門の研究者が確実に存在
する一方で，環境アセスメント等の環境調査に際しては，
実際の現地調査を遂行できる技術者が不足していること
を示しているように思われる．

(2) コケの調査の難しさ
コケ植物の調査が敬遠されてきた原因として，種が

微小なため目視による同定が難しく，現地ではルーペが
必需品である上，標本同定には実体･光学顕微鏡が必
要であるといったことが考えられ，難解で専門性が高い
印象は否めない．
従来行われてきた植生調査法においては，階層別の生

育状況を示す要素として，予め「コケ層(M)」，「着生(E)」等
の項目が備わっており，本来コケ植物･地衣類の調査もあ
りきで考えられている．それにも関わらず，コケの調査が
割愛されてきた理由としては，既述の通り，調査･同定に
あたってその方面の経験と実績を積み上げた専門的知
識が必要だからであろう．
もう一点，コケ植物は微小なため，定量調査を行う際

に調査区も小さくなってしまうことは既に述べたが，一般
的には10ｍ×10ｍにおよぶ森林植生の調査区内に，コケ
植物用の小さな調査区を設けるとなると，設置場所による
データの誤差が生じることは否めない．

(3) コケも含めた植生調査の実際
本調査では，既述したコケの調査の難しい部分をでき

るだけ回避しながら，ある程度現実的な方法で実施して
いる．ここではその実際について列挙した．
手間･労力
実際の調査人員は，植生調査の延長として考え，１もし

くは２人とした．維管束植物を対象とした調査の部分は，
上記の通り，植物社会学的手法に従って行った．維管束
植物の調査を終えたところで，蘚苔類の観察に移行した．
なお植物社会学的な調査は，ある程度の面的広がりの
中における植生配分を把握するのに都合が良いものの，
広域を対象とする場合には相当数の調査資料を要する
ことになるため，現地調査は迅速であるにこしたことはな
い．できるだけ従来と変わらない速度で，要点を捉えうる
調査法が必要である．
調査区
森林植生の場合は，一般的な調査区は10ｍ×10ｍに

およぶが，この中に蘚苔類用の数十センチ四方の補助方
形区を設けた場合，設置場所による誤差が大きいことが
予想される．補助方形区を複数設けることにより精度は
上がるかもしれないが，煩雑なため調査速度が損なわ
れると考えられる．そのため本調査では蘚苔類用の補助
方形区は設けず，植生調査区と同じとした．
種の識別
各調査地で定めた調査区において，全ての蘚苔類を抽

出するような調査精度，すなわちフロラ調査に相当する精
度で実施すると，煩雑さから調査はいっこうに進捗しない
恐れがある．本調査では「離れて見る」を重視し，植被率
の大きい生育種を優先的に認識し，コケのかたまりの様
子や色合いによって生育種を識別した．次にコケ調査の
基本である地表に伏せ，手に取ってルーペを使う等といっ
た細かい観察に移行するべきであるが，本調査ではこのよ
うな標本採取に至るまでの過程の多くは割愛した．
階層要素
本調査では，調査方法を簡便化するため，地表面付

近に生育していたものはコケ層として扱い，目線の辺り
の樹皮に着生しているものについては，低木層出現種と
して扱うことで対応した．従って出現種の基物情報はメ
モ程度で，結果の整理に反映できるほどの要素区分は
行わなかった．
種の採取と同定
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識別した種は，原則的に標本採取による同定を行うこ
ととした．標本は茶封筒に入れ，日付，調査地点番号，調
査時の特徴の他，評価した被度･群度等を記録した．採
取した標本は，室内に持ち帰り顕微鏡等を利用して同定
を行った．同定した種名と被度･群度を植生調査票に記
録して資料として完成させた．

(4) コケを含めた植生調査法の検討
本調査では，コケ植物の調査法をある程度現実的な

段階まで簡略化して植生調査の中に取り入れている．こ
こでは簡略化したことによる長所と短所を念頭におきな
がら，今後の調査法について検討した．
手間･労力
２人(調査者･記録者)で調査を実施する場合，維管束

物とコケ植物を分担して調査すれば，時間的な負担はそ
れほど大きなものにはならなかった．ただ煩雑さは否め
ないので，１人で実施する場合には時間もかかる上，忙
しい調査になる．
調査区
調査区の設置は，従来の感覚で良いと考えられる．す

なわち，均質な植生の認識，異なる環境要素が混在しな
いことへの留意を行い，任意のサイズで設置することで
問題は生じなかった．
種の識別
植被率の大きい生育種を優先的に調査した結果，そ

の植生の相観を強く特徴付けている構成種を抽出でき
たと考えられる．反面，植被率の小さな生育種を軽視した
ため，相観を特徴付けるほどではないものの，出現率が高
いことによって識別種や標徴種として挙げられるべき種の
抽出が不十分であった可能性がある．コケ植物は微小で
あるため，10％未満の小さな植被率であっても，調査区内
に頻繁に出現する生育種もあるはずで，こういった種への
十分な認識が今後の目標になると考えられる．
階層要素
階層要素についてかなり簡略な調査を行った結果，明

らかに着生型の種であるにも関わらず，地表生育種(コケ
層)として扱うことになってしまった．今回の調査では群落
を特徴付けるコケ植物を抽出できたが，種によっては本来
の生育状況を見過ごしている場合もあると考えられる．

コケ植物は維管束植物とは違い，植物体が成長した
上で高さを伴い，かつ葉群を発達させているわけではな
い．この意味からすると，生育地(着生位置)の階層で区
分することは重要ではない可能性もある．コケ植物の生
育状況を表現するには，維管束植物の階層要素に執着
するより，基物を簡略に把握できる調査法が望ましいの
かもしれない．ただ従来行われてきた植生調査法を必
要以上に煩雑にすることには抵抗がある．基物に着目す
ると大きくは「地表」，「岩石」，「樹上着生」の３つに区分
できる．ただ「地表」は腐植質土壌という観点から倒木
･朽木を含んだものといえるし，土壌の未熟な「地表」に
おいては，鉱物質土壌を「岩石」の粒径の細かいものと
して分類することもできる．すると「有機物」，「無機物」，	
「樹上着生」の区分に行き着くが，これでは単純にわか
りにくい．区分の線引きには曖昧な部分もあるため，フォ
ーマットについては十分検討の上，統一的見解による識
別方法が必要である．
提案としては，草本層以上の階層に区分するならば，す

なわちそれは「樹上着生」を意味し，コケ層の区分は，「地
表」生育種もしくは有機物に着生していることを意味し，	
「岩石や転石のような鉱物質，すなわち無機物」にのみ何
らかの新たな符号を設けるとすれば，従来の植生調査法
にほとんど混乱は生じさせないと考えられる．本調査にお
いて，コナラ群落や植林中では，地表にほとんどコケ植物
が見られなくても，転石や岩が一つあるだけで，コケ生育
種が確認されてしまう状況があったことから，例えば「岩
石着生」の意味で(R)の符号をつけて区別する等，何ら
かの方法で特別に扱うべきと考えられる．
詳細については必要に応じて標本用紙に記載するこ

とで対処したい．
種の採取と同定
標本採取の際，所定のものを使用せず，茶封筒を使用

した結果，調査時の負担はなかったが，その後の作業は
差し引いても割に合わないほど煩雑なものとなった．
先ず，茶封筒は底が深いので，標本の取り出しや同定

作業が非常に不便になる．また専門家に同定を依頼する
場合，所定の標本用紙が望ましいので，入れ替え作業や
記載事項の転記など，相当面倒な上にかなりの時間を要
することとなった．
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予め標本番号のみ記載された標本用紙を準備してお
き，採取時に必要事項を記載し，植生調査票には標本
番号と被度･群度を記載する方法が今のところの最善
と考える．
標本番号については，[採取者もしくは標本庫]＋[通

番]が一般的であるが，植生調査票との対応がわかりに
くい．[採取者]＋[年月日]＋[調査地点番号]＋[調査地内
通番]としておけば，植生調査票に記録する標本番号は
調査地ごとの通番になるのでわかりやすい．
本調査を通じて，確認できた蘚苔類は40種弱であ

り，複数の調査区で出現する種もあるため，標本点数は
100点を越えた(西村ほか,2006)．この標本同定を初心
者が全て行うのは困難であり，当面は専門家の助力を仰
ぐのが得策と思われた．ただ出現頻度が高く，特徴的な種
は印象に残るので，経験を重ねることにより調査と同定は
スムーズに進捗するはずである．ただ，出現頻度の高い種
の重複採取が防げるようになってくると，調査はよりスムー
ズ進捗すると考えがちであるが，コケ分類学の観点から
は，同定は原則的に標本採取によることが望ましい．

(5) コケを含めた植生調査の利点
維管束植物とコケ植物を同じ軸で調査したことにより，

コケの発達は森林の発達と相反するような側面があるこ
とをうかがい知ることができた．
尾根筋のような非常に貧困な立地においては，未熟な

アカマツ疎林に対し，コケ層にはハナゴケ科地衣類，ホソ
バオキナゴケ，フデゴケ，ハイゴケ，カモジゴケ，カガミゴケ等
が特徴的に見られた．
ホソベリミズゴケの生育地にもなっている北向きの急

傾斜地や崖地では，シロバナウンゼンの他，ムチゴケやオ
オスギゴケ等のコケ植物が特徴的に見られることがわか
った．コケ植物を調査対象にしていなかったら単なる発
達の悪い二次林としか表現できないところである．
一方コナラ群落のように，二次林として比較的良好な

発達をとげた森林においては，コケ植物はどれも植被率
が小さいため，出現傾向は散漫であり，トヤマシノブゴケ
を種群として挙げるにとどまった．
このようなコケの少ない植生も調査したことによって，

コケ植物が豊富に生育する特殊立地の要件について，

より明確にすることができたと考えられる．これらの要件
とは，すなわち土地的な貧困や地形的制約からなる森
林の未熟さ，それらからなる落葉の少なさや，堆積のしに
くさである．ホソベリミズゴケ生育地では，地質的に湧水
の存在や，河川に接するため川霧のような湿度が保たれ
ている可能性があり，またそれらから得られる水分が僅
かであったとしても，北向き斜面であるため，十分安定的
な生育要因になっていると考えられた．

Ⅵ．まとめ
１．岡山県中部に位置する吉備中央町の森林において，
植物社会学的な手法を用いて維管束植物･蘚苔類を
対象に植生調査を行い，ホソベリミズゴケ生育地の環
境把握及び，調査手法についての検討を行った．

２．調査地の森林植生は，大きくはアカマツ群落，シロバ
ナウンゼン-ムチゴケ群落，コナラ群落，植林の４群落
に区分され，下位区分も含めると７つの植生単位に
細分できた．

３．尾根筋に発達する林冠の疎開したアカマツ群落では，
コケ層の標徴種としてホソバオキナゴケが挙げられ，フ
デゴケ，ハイゴケ，カモジゴケ，カガミゴケ，ハナゴケ科地
衣類の有無によって更に下位区分できた．

４．北向きの急傾斜地や崖地ではシロバナウンゼン，ムチ
ゴケ，オオスギゴケの特徴的な植生が発達しており，
地形的制約から高木が発達できない代わりに，二次
林性低木類の常在度が高く，ホソベリミズゴケの生
育地ともなっている．

５．コナラ群落における標徴的なコケ植物はトヤマシノブ
ゴケのみで，森林として比較的良好な発達をとげた
植生では，コケ層出現種の植被率は小さいものが多
く，出現傾向も散漫であった．

６．ホソベリミズゴケの生育要因としては，地形的制約によ
る樹木類の発達の未熟さや落葉の堆積のしにくさ，北
向き斜面であることによる乾湿の変動･温度変化の小
ささ，深層風化した花崗岩地であることによる湧水の
可能性等が考えられる．

７．急傾斜地や崖地のような特殊立地の場合，維管束
植物の発達が貧弱であっても，コケ植物を調査する
ことによって，相観を強く特徴付けている標徴種や識
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別種の実体を明らかにすることが十分に可能と考え
られる．

８．本調査及び取りまとめを通じ，コケ植物を見るには，大
きなかたまりをなしているものや，小さな被度であって
も頻繁に出現しているものを優先的に認識し，また「コ
ケ層」の扱いとしては，基物に着目した区分を提案し，
その他は従来の植生調査法と大きく異ならない感覚
で取り組んで問題はないと考えられた．

９．コケと維管束植物を同軸で調査した結果，森林とコケ
の発達は相反する側面があることが理解できた．すな
わち，特殊立地においては森林は未熟であっても，豊
かなコケ植物や群落の発達を植物社会学的に表現
することが可能であった．
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Fig.３．Whole view of study place. Red bar showing place of Rhododendron serpyllifolium var. albiflorum - Bazzania pompeana community．調査地全
景(赤線印:シロバナウンゼン-ムチゴケ群落発達地，方角:左端=南,右端=北西)

Fig.４．View of Pinus densiflora community, under unit of typical．アカ
マツ群落典型群の相観．

Fig.５．Cladonia sp. (whitish patches) growing in the bryophyte-layer．
ハナゴケ科地衣類の豊富な生育状況．

Fig.６．View of R. serpyllifolium var. albiflorum - B. pompeana com-
munity．シロバナウンゼン-ムチゴケ群落の相観．

Fig.７．R. serpyllifolium var. albiflorum - B. pompeana community with S. 
junghuhnianum ssp. pseudomolle．ホソベリミズゴケの豊富な群落．

Fig.８．View of Quercus serrata community, under unit of typical．コナ
ラ群落典型群の相観．

Fig.９．View of habitat of S. junghuhnianum ssp. pseudomolle．ホソベリ
ミズゴケ生育地の相観．
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Fig.12．A large patch of S. junghuhnianum ssp. pseudomolle at depression 
of slope．円弧状の窪地におけるホソベリミズゴケの生育状況．

Fig.13．A large hanging patch of S. junghuhnianum ssp. pseudomolle at 
cliff with Gleichenia japonica．ウラジロを伴い，懸崖状態で繁茂し

Fig.10．A small patch(arrow) of S. junghuhnianum ssp. pseudomolle at 
lower part of slope．滴り落ちてくる部分(写真中央の矢印参照)にお
けるホソベリミズゴケの生育状況．

Fig.11．A large patch of S. junghuhnianum ssp. pseudomolle at edge of 
rocks．落葉のたまりにくい岩塊の肩の部分におけるホソベリミズゴ
ケの生育状況．

Fig.14．Habit of S. junghuhnianum ssp. pseudomolle at cliff, middle of 
steep slope．ホソベリミズゴケの崖地における繁茂状況(斜面下部
より上方を望む)．

Fig.15．Habit of S. junghuhnianum ssp. pseudomolle at cliff, middle of 
slope．ホソベリミズゴケの崖地における繁茂状況(斜面上部から下
方を望む)．
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